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滋賀県東近江市の⽂化・環境政策 • 2005~6  1市６町が合併
• ⼈⼝約11万3,000⼈
• 市域の56%が森（鈴⿅の森）
• 合併により市⽴6, 県⽴１

⺠間5, 合計12の博物館
• R.2.3 東近江市100年の森づくり

ビジョン
• R.4.10 エコツーリズム推進全体

構想
• R.5.3 東近江市博物館構想
• R.6.7  同⽂化芸術振興計画
• R.6.9  同「森の⽂化博物館」基

本計画
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地域資源を⽣かした市⽴博物館の総合的な博物館化
• 市⽴博物館をより魅⼒的で多くの
⼈が訪れる施設にするためには、
複数の館とそのスタッフが同じ理
念の下で⼀丸となって活動を進め
ることが重要。
①市⽴の6つのテーマ館を統括する
組織を設置し、各テーマ館全体を⾒
渡した企画運営やコーディネートを
⾏う。
②アーカイブ機能を強化することで、
市全体の資料を総合的に管理し、総
合博物館のデータベースとして提供
する。
③(仮称）「森の博物館」を新たに
整備することで、これまで不⾜して
いた森の⽂化の調査研究や情報発信
に取り組む。

4



5



東近江市（仮称） 森の博物館の基本理念
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東近江市博物館構想からインスパイアーされた
「ぶんぱく」の基本理念 （藤野私案）

⽂化多様性と⽣物多様性を架橋した探求を通じて
持続可能な共⽣社会に貢献する未来の総合博物館
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